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て、今でこそ、模擬店が大学祭
のメインとなった感があるが、

当初は学科（学内）開放と呼ばれる
学科の研究紹介や実験公開などが大
きな存在感を示していた。模擬店に
ついても現在はサークル単位の出店
が主だが、初期にはクラス単位の出
店が積極的に行われていた。また、
講演会、討論会、シンポジウム（～
年、昭和63年）、音楽鑑賞会なども
あり、大学祭は今より社会色・文化
色の強いものであった。さらに、か
つての大学祭には「デモンストレー
ション」、「ファイヤーストーム」、
「祝賀会」、「ダンスパーティー」、
「社交ダンスパーティー」等にみら
れるように、学生同士の語らいの場
あるいは学生同士のつながりを確認
する場を創るために多くの工夫が凝
らされていた。当時の学生達の間で
は大学祭を大学の学術・研究といっ
たアカデミックな側面を外部へ積極
的に発信したり、社会に対して何ら
かの問題提起を行ったり、自己が成
長するためのきかっけとしたいとい
う認識が共有されていた。ところが、
大学紛争の季節が去った1970年代
後半から、「マージャン大会・将棋
大会」等が象徴とする娯楽色の強い
企画が多くなっていった。このよう
な大学祭における企画の変化は当時
の学内や社会の雰囲気の変化を反映
したものであることは言うまでもな
い。1970年代後半は、集団の団結
や連帯を志向する前時代の学生文化
に対する反動故か、あらゆる価値を
許容する価値相対主義や個人主義的
な風潮が、大学ばかりでなく、社会

全体を覆い始めた時代であった。そ
の時代的流れは学生の大学祭に対す
る動向にも少なからず影響を及ぼ
し、大学祭に参加しない学生の増加
や、その影響により初期の大学祭の
中心を担ったクラス企画が影を潜め
はじめたことが問題視されるように
なったのもこの1970年代であった。
以後、大学祭は常にその意義が問わ
れ、存続の危機が囁かれ、今に至っ
ている。以下いくつか項目ごとに見
ていくこととする。

学祭の歴史を振り返る時、次の
５つの節目を挙げることができ

る。
①短期大学から４年制大学へ移行し
た第６回（1966年、昭和41）
②夏季に激化した学内闘争の影響で
冬季に実施された第９回（1969年、
昭和44年）
③２年間の中止を経て開催された第
12回（1974年、昭和49年）
④６月実施が復活した第17回
（1979年、昭和54年）
⑤運営主体が学生自治会からサーク
ル連合に移った第30回（1992年、
平成４年）
重大事件としては、遅れて押し寄

せた大学紛争の波によって1972年
（昭和47年）、1973年（昭和48年）
の２度にわたって中止を余儀なくさ
れたことが挙げられよう。

つての大学祭テーマは具体的で
社会に対するメッセージ性が強

くテーマと言うよりは、むしろスロ
ーガン（「目をひらけ激動の世界に
築こう確かな未来を」）に近いもの
が多かった。以降、哲学的で抽象的
なもの（「天は語らず　人をして語
らしむ」、「発想から展開へ」、「朧」、
「LINK」、「風の中で」）、見た目の単
純さとは裏腹に深い意味が込められ
た漢字のテーマ（「創造」、「漸進」、
「礎」、「邂逅」、「宴」、「舞」、「彩」）、
工学色を前面に打ち出したもの
（「てくのろじい」）、大学祭のあり方
から学生の気質、社会のあり方に対
して疑問を投げかけるもの（「君は
今何を見つめているか」、「熱情」、
「理解」、「Don't you try?」）、学生
に奮起を促すもの（「ac t！」、
「Challenge」、「Soar into the sky」、
「Wake up」、「ONE－みんなの心を
一つに」、「collaborate」）、暗い世
相の中に希望をみいだそうとするも
の（「飛翔」、「不況を吹っ飛ばせ」）、
ユニークな造語（「輝流」、「光箭」、
「夢中人」）と多種多様なテーマが誕
生した。そして、最近の一つの傾向
はみんなで楽しもうというコンセプ
ト（「祭」、「ハジケ放題好きにして」）
に基づくものである。

つて、大学祭における各種「コ
ンサート」や「ダンスパーティ

ー」、「展示会」等を広く市民との交
流を求め、市内の公園、学校体育館、
会館、ダンスホール、ホテル、デパ
ート等で実施していた。しかし、模
擬店は、大学祭が最初の数年を除き
11月という寒い時期に実施されてい
たことから、校舎内に出店されるの
が常であった。次第に学内の要望が
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高まり、第17回（1979年、昭和54
年）から再び６月に実施されるよう
になると、第22回（1984年、昭和
59年）からは模擬店等が屋外に軒
を連ねるようになり、翌年の第23
回には大学祭史上初めて「野外ステ
ージ」（第２体育館前）が設置され、
その後の大学祭の原型となった。

大大学祭は工大が地域住民の大
きな期待を受けて誘致されたと

いう経緯や大学祭自体がその創成期
から市民に向けた大学開放を理想と
して大きく掲げていたということも
あってか、多くの市内事業関係者の
支援に支えられてきた。当初は20～
30件程度であったスポンサーの数も
回を追うごとに増加の一途を辿り、
最盛期には100件第17回（1979年、昭
和54年）を数えるに至った。その後、
減少傾向に転じたものの、1995年
（平成７年）当時までは50～60件前
後の安定したスポンサーがあった。
しかし、近年は準備期間の短さや大
学祭実行委員の組織力の弱さ等もあ
ってか20件前後にとどまっている。

その１）デモンストレーション
でこそ大学祭期間は２日間、準
備日も入れても、せいぜい３日

間であるが、かつての大学祭は４日
あるいは場合によっては５日間の長
丁場であった。まず、前夜祭で行わ
れたのが工大を出発し、市内中心部
へ向けて（1976年～1979年は中心部
のみ）練り歩く「デモンストレーシ
ョン」であった。この「デモンスト
レーション」も時代によって変化し
てきた。当初は学生が自分達の教育
環境や社会に対する不満や要求を市
民に訴えるものであったが、次第に
提灯や行灯、仮装といった「デモン
ストレーション」を盛り上げるアイ
テムの登場とともに、大学祭をアピ
ールする宣伝パレードに性質を変え
ていき、ついにはクラスアピールや、
この時ばかりと目立ちたい学生の自

己アピールの場となっていった。し
かし、伝統あるこの催しも、第23回
（1985年、昭和60年）を最後にプロ
グラムから忽然と姿を消し、今に至
っている。
その２）ファイヤーストーム

夜祭で「デモンストレーション」
の後に行われたのが「ファイ

ヤーストーム」であった。これは、
グラウンドで、学生同士が酒を酌み
交わし、歌や踊りに興じながら親睦
を深める催しであり、第12回（1974
年、昭和49年）まで毎年行われ、第
17回（1979年、昭和54年）に一度
復活したのを最後に途絶えている。
その３）祝賀会

つては中夜祭にあたる「祝賀会」
という催しがあった。これは

大学祭の実施を祝い、同時に普段交
流の機会の少ない教職員・学生が一
同に会し、酒を酌み交わしながら、
語り合う場というコンセプトで企画
されたものである。この「祝賀会」
の中ではスポーツ企画の表彰等が行
われることもあり、文字どおり栄誉
に輝いた学生を祝す「祝賀会」であ
った。これは、第11回（1971年、昭
和46年）まで毎年実施された。
その４）ダンスパーティー

内のホテル等を会場に「フォー
クダンスパーティー」や「ダ

ンスパーティー」が行われた。「フ
ォークダンスパーティー」は第９回
（1969年、昭和44年）まで毎年実施
され、「ダンスパーティー」は第18
回（1980年、昭和55年）まで実施さ
れ、１年のブランクを経て第20回
（1982年、昭和57年）で復活し、そ
の後、再び第38回（2000年、平成12
年）に復活した。ちなみに、「ダン
スパーティー」のバックミュージッ
クはジャズバンド部の生演奏であ
り、まさに手作りのパーティーであ
った。
その５）スポーツ企画

つて、スポーツ企画の定番は
「卓球」、「バレーボール」、「マ

ラソン大会」であった。それに「バ
ドミントン」、「ソフトボール」、「ハ
ンドボール」、「サッカー」などが加
わる形で今に至っている。その間、
第22回（1984年、昭和59年）～第28
回（1990年、平成２年）には綱引き

大会が毎年行われていた。ちょっと
変わったところでは、第12回（1974
年、昭和49年）のボーリング大会、
第25回（1987年、昭和62年）の軟式
テニス大会、硬式野球部による硬式
ボールを打てることを売りした第25
回（1987年、昭和62年）の「バッテ
ィングセンター」、第31回（1993年、
平成５年）の「PK合戦」、第33回・
第37回のバスケットボールの「３
ON３」がある。
その６）レコードコンサート

コードコンサート」は実施さ
れない年もあったが、第27回

（1989年、平成元年）まで行われた
息の長い企画であった。クラシック、
ポップス等ジャンルを問わず、レン
タルした音響設備や講堂の贅沢な音
響設備で心行くまで音楽を楽しむ催
しであり、各自がお気に入りのレコ
ードを持ち寄ることもできたが、
CD時代の到来とLIVEが全盛になる
につれ姿を消すこととなる。
その７）もちつき

れてはならぬ懐かしの催しに
「もちつき」（1971年、1986年

～2000年）がある。これは力自慢の
学生や学生課（現在の学生支援課）
の職員がつきたてのもちを無料で来
学者に振舞うというもので好評を博
していた。
その８）サークル発表

つての大学祭はサークル発表が
一つの華であった。学内サー

クルにとどまらず、市内団体や小中
学校と合同で展示会が開催されるこ
ともあった。美術部の作品展示、ジ
ャズバンドクラブによるコンサー
ト、アマチュア無線部による実演、
落語研究会の独演会、演劇部の作品
発表、漫画研究会のイラスト展示、
シネマ会による自主制作映画の上
映、弓道部による工大杯開催など近
年の大学祭でお目にかかることのな
くなった催しも多くあった。今日ま
でほぼ途切れなく続くものに写真部
の「写真展」や合気道部の「演武」
などがある。一方で、ここ数年着実
に発表の機会を重ね定番となったも
のもあり、吹奏楽部の「グリーンコ
ンサート」（初演は第29回、1991年、
平成３年）、情報処理技術研究会の
展示（初出展は第28回、1990年、平
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成２年）、軽音楽部ライブ、ダンス
同好会のパフォーマンス、HUMAN
RESWERCHの展示発表がそれであ
る。また、2005年にはじめて陸上部
による「24時間たすきリレー」が大
学祭プログラムとして実施され、見
事、24時間たすきをつなぐことに成
功した。今後、大学祭の新しい名物
になることが期待される企画の一つ
である。
その９）その他

つの時代においても学生の娯楽
文化の象徴の一つに挙げられる

ものに「マージャン」がある。大学
祭プログラムからもその根強い人気
をうかがい知ることができる。「マ
ージャン大会」は第13回（1975年、
昭和50年）の初登場以来、第28回
（1990年、平成２年）まで毎年プロ
グラムのメインを飾った。1980年代
に入ると「ラジコンカーレース」
（1982年～1985年）が登場、さらに
1990年代に目を移すとパンフレット
の中で一際注意を引くようになるの
が「オニオンピック」である。「た
まねぎぼーず」という名のユニーク
なマスコットキャラクターもいて、
これは回を重ねること５回開催され
た。とにかく知力、体力いずれも使
うらしいのだが今となってはいかな
る競技であったかについて知る術は
ない。1990年代前半には、全模擬店
のメニュー制覇を目指す「早食い大
会」や「我慢大会」、1990年代後半
から2000年初頭にかけては「大声大
会」や「三輪車大会」、「ミニ四駆大
会」が相次いで登場し、名物企画と
して定着するかに思われたが、定番
になるには至らなかった。現在は
「腕相撲大会」、「早飲み大会」、「女
装コンテスト」、「カラオケ大会」の
４企画が不動の地位を獲得している
と言ってよいだろう。

擬店の中には先輩から後輩へと
サークルあるいは研究室単位で

現在まで暖簾が受け継がれている老
舗もある。代表的なものに「焼肉レ
イノルズ」（機械システム工学科流
体制御工学研究室）と、くじ引きの

「ゴマちゃん」（化学システム工学科
有機合成研究室）がある。前者は第
26回（1988年、昭和63年）に、後者
は第27回（1989年、平成元年）に初
登場した。「ゴマちゃん」の場合、
最初は飲食物を取り扱う模擬店であ
ったことはあまり知られていない。
また、毎年好評を博している中国人
留学生出店の餃子屋が初お目見えし
たのは第29回（1991年、平成３年）
である。これら老舗の列に名を連ね
つつあるものに「昔屋（むかしや）」
（1998年～）がある。ちなみにその
本家（？）は北見市中心部に店舗を
構える居酒屋であると思われる。模
擬店の数は毎回若干の数字の増減は
あるものの、回を重ねるごとに順調
な伸びを示して来ており、最近の大
学祭には20前後の模擬店が軒を連
ねるようになっている。

つては政治的イデオロギー色の
強い作品が盛んに上映されてい

た。1970年代後半は邦画・洋画を問
わず、ホラー映画や青春映画などジ
ャンルの幅が広がり、娯楽映画も上
映されるようになる。1980年代に入
ると「ロッキー」、「ターミネーター」、
「ダイハード」、「スターウォーズ」、
「バックトゥー・ザ・フューチャ
ー」、「風の谷のナウシカ」など、現
在でも親しまれているタイトルが
次々と上映された。しかし、第39回
（2001年、平成13年）以降、映画上
映はない。

つて、工大大学祭にも芸能人が
訪れていた時代がある。その最

初は河村通夫（第19回、1981年、昭
和56年）で当時は歌手としての来学
であったが、最近では、某道内ラジ
オ局で看板番組を持つパーソナリテ
ィー、料理に一家言のある人と言え
ばご存知の方もいるかもしれない。
以降、沢田聖子（第20回、1982年、
昭和57年）、佐々木好・手風琴（第
22回、1984、昭和59年）、伊藤サヤ

カ（第24回、1986年、昭和61年）、
爆風スランプ（第25回、1987年、昭
和62年）、LOOK（第26回、1988年、
昭和63年）、渡辺美奈代（第29回、
1991年、平成３年）と一部メジャー
な名前も見受けられるようになる。
また、芸能人とはジャンルが違うが、
日本フィル弦楽四重奏団がコンサート
（第21回、1983年、昭和58年）を行
ったこともある。しかし、大学祭を
取り巻く財政事情もあり、1991年を
最後に芸能人の来学は途絶えている。

に始まったことではないが、大
学祭は常に存続が危ぶまれ、今

まさに危機に瀕しているといっても
過言ではない。大学祭前日の休講措
置をいいことに遠出して、大学祭に
顔を出さない学生が多くなったとい
われて久しい。学生の中には大学祭
の醍醐味を味わうことなしに卒業し
ていく者もきっといるに違いない。
約半世紀にわたる工大の大学祭の歴
史はそんな風潮に抗おうとする実行
委員達の試行錯誤の歴史であったと
も言える。大学祭は、祭りを創る側
として直接関わる場合は言うまでも
なく、客として足を運ぶだけでも楽
しいものである。大学の個性を世に
問うこれ以上ない一大イベントであ
るはずだ。昔の工大の大学祭は今よ
り内容が豊富で、学生の意気込みと
活気に満ち溢れていたことはこの特
集から伝わったのではないかと思
う。この企画の狙いはまさにそこに
あり、読んでくれた学生のうちのほ
んの何人かでも大学祭に関心を持
ち、あわよくば進んで実行委員に立
候補してくれれば、これ以上喜ばし
いことはない。工大の大学祭の復興
は学生一人ひとりの肩にかかってい
る。

後に一つ提案したい。工大の大
学祭にはおよそ50年の歴史があ

りながら不思議とこれといった愛称
がないことはお気付きだろうか。こ
れを機に一つ宣伝効果の期待できる
名称を考えてみてはいかがだろう
か。今からでも大学祭の伝統を創る
のに遅いということはないのだから。
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●大学祭実行委員をやろうと思った
きっかけは何ですか？
小島 興味です。ステージ企画を見
て、楽しそうだっていうのと、
やってみたいっていっていうの
が２つ考えらます。

藤原 はじめはサークルの中から一
人行かなければならないという
事になり引き受けました。高校
の時に生徒会もしていてお祭り
事は大好きです。

宮地 サークルの部長からやっても
らえないかと頼まれました。

●あなたはどんな仕事を担当してい
ましたか？具体的に教えてくださ
い。また苦労した点、やりがい、
実行委員の経験を通じて得たもの
等があったら教えてください。
小島 大学祭に必要な資料作り、全
体をまとめること、次世代の実
行委員を育てること、学長先生
や、いろいろな人にお願い等も
しました。
全ての仕事を理解し、それぞ
れの人に役割を伝えること、み
んなを一つにまとめることの難
しさを学びました。

藤原 去年は、大学祭副実行委員長
ということで活動させてもらい
ました。広報・物品・企画とど
の仕事も少しずつ手伝いました

が、一昨年は、企画の班長をや
らしてもらっていたので、そち
らの方の手伝いをしながら他の
ところも見て回るという感じに
仕事をしていきました。しかし、
日が迫ってきて余裕がなくなっ
てくると仕事の区別なく働いて
いました。

宮地 副委員長、物品班長として大
学祭で必要なものを作ったり、
発注したり、あと模擬店の管理
などをしていました。
とにかく、副委員長というプ
レッシャーと仕事の多さに日々
衰弱していきました。

●2005年の大学祭に点数をつける
としたら何点ですか？また、その
理由は何ですか？
小島 90点。自分の中ではもっとや
りたいことがありましたが、皆
さんに喜んでいただけたと思い
ます。今年行う人に期待します。

藤原 大学祭に点数をつけられると
したら、それは来てくれて楽し
んでもらったお客さん達だけだ
と思います。ですが、あえて点
数をつけるならば、あと、1.3
倍くらいは頑張れたのではない
かという意味で、76.923点です。

宮地 30点ぐらい。準備から当日ま
でもっと楽しくやりたかったです。
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化学システム工学科４年

小島輝大 君

電気電子工学科３年

宮地一成 君



●今年も、大学祭実行委員として働
いてみたいですか？また、その理
由は何ですか？

小島 次の実行委員長を陰で見守り
たいと思います。自分が出て行
っては次の実行委員がやりにく
いと思います。ステージ企画で
はたくさん頭の中で温めている
企画があります。

藤原 今年は４年生になるので直接
的に大学祭に関わることは少な
くなると思いますが、人手が足
りていなかったり、「これはどな
いしたらええねん！」っという
事態になれば飛んで行きます。

宮地 今年は、実行委員長なので、
どんな大学祭になるのか今から
不安です。

●読者に向けて大学祭実行委員の仕
事の魅力を大いにアピールしてく
ださい。

小島 いろいろな友達ができたり、
一つの企画、祭りを創る難しさ
を学ぶことができます。そして、
何より、やっているだけで楽し
くなってきます。やらなければ
楽しさはわかりません。イメー
ジとは違って楽しいです。

藤原 はっきり言って辛い仕事で
す。毎日毎日仕事をして１円の
お金にもなりません。昼休みも

放課後もないときもあります。
日にちが無くなってくると時間
との戦いです。睡眠時間を極限
に削って働いたりもします。で
すが、仲間との連帯感。みんな
で作りあげているのだという充
実感。そして、何より、お客さ
んの楽しんでいる顔を見ると今
までの事が吹っ飛んでしまうく
らいの幸福感を頂けます。終わ
ってみると楽しかったと振り返
ることができるのです。だから、
僕は大学祭実行委員がやめられ
ないのでしょうね。
今年から北見市も新しくなり
ました。すごくいい時期に来て
いると思います。もし、これで
大学祭に興味を持った人がいた
らあなたの力で北見工業大学の
大学祭を変えてください。よろ
しくお願いします。

宮地 大学祭を盛り上げたいと思う
人は積極的に参加してくださ
い。

●最後にあなたにとって大学祭とは
何ですか？
小島 きっかけです。何をするにも
きっかけ。そして、それを行う
気合が必要だと思います。

藤原 ただの祭りではない祭りで
す。そして、戦いでもあり、交

流でもあり、楽しみでもあり、
苦しみでもあります。たくさん
のお客さんが来てくれるから大
学祭があるから頑張れる。下手
なことはできない。少ない予算
の中でいかに創意工夫してお客
さんを楽しませるか、工大らし
さを出して工大をアピールして
いくのか。その様な事との葛藤
です。
多くの人に出会い助けられ、

多くのことを学ばしてもらいま
した。一つの目標に向け皆が一
丸となって進んでいくのは、小
さな小さな会社のようなものか
もしれません。なので、僕にと
って大学祭とは、大学祭という
目標に向かう「大学祭実行委員
会」という情熱あるベンチャー
企業なのだと思います。もちろ
ん、報酬はお客さんたちの笑顔
です。

宮地 大学祭とは楽しいものです。
大学祭の日にも勉強やアルバイ
トで参加しない人もいるでしょ
う。でも、一人でも楽しんでく
れる人がいたら僕にとってそれ
以上嬉しいことはないと思いま
す。
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華やかな大学祭の陰で地味に頑張る健気な連中がいる。
人は彼らを「大学祭実行委員」と呼ぶ。そんなわけで、
昨年の実行委員経験者にちょっと話を聞いてみた。

機能材料工学科４年

藤原　洋 君



まれも育ちも関東です。東京、

千葉、神奈川を転々としてきま

した。29歳まで、学校で金属の凝

固を研究していました。その後自動

車会社に移り、25年間材料研究を

通して車の発展に携わってきまし

た。昨年８月から北見工業大学に来

ています。

部では、有田先生と「総合工学

Ⅱ」を、また青木先生と「金属

材料工学Ⅰ」を担当しています。大

学院では「研究・開発システム工学」

を、また、石川先生と「機能金属材

料工学特論」を担当しています。

の専門分野は材料工学です。組

織学・変態工学・凝固工学の観

点から、「ヤング率の小さな金属材

料を生み出す研究」と、「青木先

生・石川先生が見出された水素透過

合金の特性を向上させる研究」を行

っています。電動自動車の普及を妨

げている難問の解決を目指し、がん

ばっています。

料研究の面白さは何と言って

も、「機械屋さんや電子・電気

屋さんなどが実現できずにいる夢

を、材料面の工夫でパッと現実の物

にしてみせることができること」で

すね。生み出した材料や材料技術が

そうして実用化され、世の中の役に

立つ。それを目の当たりにすること

は、材料工学に携わる者にとってこ

の上ない喜びです。

術的な研究分野の話ではありま

せんが、ぜひお話ししておきた

いのは地域共同研究センターと知財

本部での私の仕事です。いずれも、

高度な智の創造拠点である大学の知

的財産を、うまく生み出してうまく

社会で活用するための仕事です。大

学の社会貢献を最大化して、それが

元に戻って大学の存在価値を高め

る。また、それがより大きな大学の

貢献・社会の発展へと繋がってい

く、そんなループを思い描いていま

す。将来の社会を支えていく、夢の

ある仕事だと思いませんか。

は勝手に、「地方の国立大学は、

だだっ広く、お堅い。」と思い

込んでいました。しかし、実際には

全く違っていました。小ぢんまりと

していてとても家庭的な大学との印

象を持ちました。

大生に対しては“pure”との

良い印象を持っています。全国

から集まってきているはずの学生諸

君を一まとめにした全体からその様

な印象を受けるというのはどういう

ことなのか考えている最中です。

工

私

技

材

私

学

生
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◆先生の略歴を教えてくだ
さい。

◆先生のご担当されている
科目を教えてください。

◆先生の研究分野の魅力に
ついて大いにアピールし
てください。

◆北見工大や工大生の印象
を教えてください。



別な出来事が有ったわけではあ

りませんが、中学校時代が私の

大きな変革期だったように思いま

す。きっかけは、「食べ物の好き嫌

いって何なんだろう？」と考え始め

たことでした。それまでの私には、

例えばプリンやお茶漬け、辛いもの

など、食べることができないものが

数多く有りました。もちろん、それ

らが好きだと言う人は私の周りにも

大勢いましたし、過去に私と同じよ

うな嫌な経験をしながらもそれらが

嫌いになっていない人も大勢いまし

た。からだの具合が悪いわけでもな

いし、人間の作りがそれほど違って

いるとも思えないのに、嫌いで食べ

られないものが私にだけたくさん有

ることを大変不思議に思いました。

そんなことを何ヶ月かぼんやりと考

えているうちに、「嫌いだ、食べら

れないと自分で決めているだけじゃ

ないのか？」と思い至りました。い

つの間にか、「内なる偏見廃止運動」

に夢中になっていきました。どんど

んと変化していく自分が自覚できた

からです。中学校を出るころには嫌

いな食べ物はほとんど無くなってし

まいました。同時に、そのアナロジ

ーに思いを馳せているうちに、人や

社会に対する見方や人生観も大きく

変わっていきました。変わったと言

うよりも、でき上がっていったと言

うべきかも知れません。いろいろな

価値観や考え方、感じ方、の空間全

体の中で、自分がどこに位置してい

るのかを見るようになりました。自

分と他の双方を同じ位置に置いて観

ることも、この頃学んだように思い

ます。今の自分の骨格はこの頃に作

られたのだなと思います。

ちらに来る前は、アーチェリー

をやっていました。北見では

まだ、同好の士もフィールドも見つ

かっていません。

方で、今では北見とその周辺を

探索して回ることが新たな趣

味になってしまいました。「歴史シ

リーズ」、「木のシリーズ」、「農産物

シリーズ」、などといろいろ企画し

ては出かけています。「寒さシリー

ズ」も、関東っ子の私にとっては大

変気に入った企画です。宿舎の窓の

外に温度計をぶら下げます。気温が

下った夜や週末には家を飛び出し

て、寒さや寒さの為せる技をあちこ

ちで楽しみます。マイナス22度の

「常呂川河畔にできている樹霜」や

「沈む夕日に蒼い陰影をもらった相

内の雪原」などは、みんなに教えて

回りたいぐらいの素晴らしさです。

が会社生活の中で痛感したこと

をベースに、少し長い一言を。

然のことながら、工学系の大学

出身者には技術を生み出すこ

とが期待されます。しかし、実社会

では、技術者や研究者はそれだけを

していれば良いわけではありませ

ん。その成果を実際に社会に役立つ

ところまで持って行くための、いろ

いろなことを担わなければなりませ

ん。そのために分かっていなければ

ならないこと、できなければならな

いことがたくさんあります。

君の技術者・研究者としての生

活が、数ヶ月後か数年後かに

は確実にやってきます。工学実践の

現場はいったいどんなところなの

か？そこではどんなことが必要なの

か？いま学校で勉強していることが

そこでどう役立つのか？など、自分

たちの将来の姿を想像しながら、貪

欲に工学とそれに纏わるいろいろな

ことを勉強していってください。勉

強しようとさえ思えば、北見工大に

は学ぶべき題材は溢れています。

諸

当

私

一
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◆先生のこれまでの人生における
ターニングポイントや生き方
に影響を与えた出来事等があ
りましたら、教えてください。

◆先生のご趣味を教えてく
ださい。

◆最後に学生へのメッセー
ジがありましたら、一言
お願いします。



口県宇部市生まれ。昨年10月

に米国イリノイ大学アーバナ・

シャンペーン校化学工学科より北見

工業大学機械システム工学科に赴任

しました。

成18年度は、学部では土木の

図学、大学院では機械の流体工

学系の科目を担当します。

相および（気体、液体、固体を

含む）混相の熱流体乱流-パイ

プライン輸送、原子力発電、宇宙開

発などの工学応用上の基礎的現象-

の数値シミュレーションと理論解析

をしています。計算には、直接数値

シミュレーションというモデルを用

いない非常に高負荷な手法やストカ

スティック（確率）シミュレーショ

ンなどの種々のモデルを用いた手法

を使います。流体力学、熱力学、数

学、コンピューター・シミュレーシ

ョンに関する深い知識を身に付ける

ことができます。

見は勉強や研究をするには最高

の環境だと思います。北見工大

の建物の外は美しいですが、内部は

暗くてタバコ臭いです。工大生に関

しては、みなさん非常に大きな可能

性を持っていると感じています。何

をするにしても、優秀な指導者と本

人の学ぼうとする気持ちさえあれば

大きく成長すると思います。

ろいろとターンはしています

が、それほど大きなターンをし

た記憶はありません。この問いに答

えるには自分はまだ若すぎる（？）

ような気がします。

ろいろなところにいた関係上、

その場所に合った趣味を選ぶよ

うにしています。北見ではポスフー

ルでのショッピング以外、まだ、これ

といったものは見つけていません。

は様々で人それぞれですが、仕

事をする上でも生活をする上で

もみなさんは一生なにかを勉強し続

けていかなければなりません。大学

の勉強を第一とする必要は全くあり

ませんが、時間を惜しんで何かを学

ぶことを心掛け、つかむべきときに

チャンスをつかめるよう自分のレベ

ルアップを心掛けてください。

形

い
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北
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◆先生の略歴を教えてくだ
さい。

◆先生の研究分野の魅力に
ついて大いにアピールし
てください。

◆北見工業大学や工大生の
印象を教えてください。

◆先生のご趣味を教えてく
ださい。

◆学生へのメッセージがあ
りましたら、一言お願い
します。

―お二方ともお忙しい最中、質問に快くお答えいただきありがとうございました。―

◆先生のご担当されている
科目を教えてください。

◆先生のこれまでの人生における
ターニングポイントや生き方
に影響を与えた出来事等があ
りましたら、教えてください。



－「もの創り工房」についてよく知

らない学生が多いようです。「もの

創り工房」の施設概要（設備、利用

時間帯等）について簡単に教えてく

ださい。

の創り工房」の設備は85㎡の

面積を有し、工作機械では２

月に卓上旋盤、卓上フライス盤、コ

ンターマシンが新規に設置され、ボ

ール盤、卓上バンドソーがあります。

またジグソウ、電動ドリル等の電動

工具およびドライバー、レンチ、ペ

ンチ等の一般的な工具があり、簡単

な工作等を行える場所と工具を提供

する施設となっています。

房に技術員が常駐していないた

めに、工作を伴う授業での使

用、NHKロボコン等のイベントへ

の参加での使用、技術員の使用とさ

せて頂いており、学生個

人での使用は認めていま

せん。これは授業、イベ

ントへの参加での使用は

安全指導、工具管理、施

設管理等を担当教員また

は顧問教員にお願いし、

工房をお貸しする立場をとっており

ます。また技術員に対しては個人の

責任とし業務での使用を認めていま

す。

－ 現在の利用状況（利用者、利用

学科・研究室）について教えてくだ

さい。

成17年度では利用状況は授業で

は機械システム工学科の創造

基礎（工具等の使い方はティーチン

グアシスタントが指導）。イベント

関係ではNHKロボコンの参加準備、

オホーツク地域エネルギー環境教育

研究会でのソーラーカートでした。

－ 利用するにはどのような手続を

行えばよろしいですか？

用申し込み書がありますのでイ

ベント等の参加は顧問教員を

通して技術部第３係小畑まで申し込

んでください。

－ どうやら一般学生が個人で気軽

に利用できる施設ではないことがわ

かってきました。ここでちょっと残

念なお知らせ。「もの創り工房」の

ある１号館という建物が春

から改修工事に入るため、

この「学園便り」を皆さん

が読む頃は「もの創り工房」

は一時休業状態に入るとの

こと。来春の復活を乞うご

期待。

使

平

工
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